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自己紹介

専門：原子核物理 (実験)
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約100億分の1メートル
(10-10 m)
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約100兆分の1メートル
(10-14 m)
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測定器
粒子、光の

エネルギー、種類

加速器
さまざまなプローブ

新物質の生成

原子核

物質質量の大半を担う
核力が支配
量子複合系
自然界では

凍りついている

原子核の研究



自己紹介

専門：原子核物理 (実験)

 加速器と放射線測定による原子核の研究

• 極小物質としての原子核

• 放射線測定の高感度性

医学分野とのかかわり

 大学院時代(1980年台前半)

• 京大物理教室のタンデムヴァンデグラーフ型加速器を用
いた学際研究のお手伝い

• 看護学校の物理学の非常勤講師（当時のDC,OD対策）



自己紹介(私の20％)

専門：原子核物理 (実験)

 加速器と放射線測定による原子核の研究

• 極小物質としての原子核

• 放射線測定の高感度性

医学分野とのかかわり

 大学院時代(1980年台前半)

• 京大物理教室のタンデムヴァンデグラーフ型加速器を用
いた学際研究のお手伝い

• 看護学校の物理学の非常勤講師（当時のDC,OD対策）



PIXE (Particle Induced X-ray Emission) を用いた人の臓器の微量元素分析



医学分野とのかかわり

 大学院時代(1980年台前半) 

• タンデムヴァンデグラーフ型加速器を用いた学際研究の
お手伝い

• 看護学校の物理学の非常勤講師（当時のDC,OD対策）

 京大助手時代：米国LBL 滞在 (1986-1988)

• Bevalac 加速器を用いた実験： 物理実験は、平日夜間と
週末に行われる。

• 平日昼間は、医学利用(Bevalac は1974年から高エネル
ギー重粒子線治療(1992まで) )

自己紹介(私の20％)



LBLのBevalac加速器
（<核子あたり2.1GeVの重粒子線； ~1992）

Bevalac は重粒子線治療のパイオニア



自己紹介(私の20％)

医学分野とのかかわり

 京大助手時代：米国LBL 滞在 (1986-1988)

• Bevalac 加速器を用いた実験： 物理実験は、平日夜間と
週末に行われる。

• 平日昼間は、医学利用(Bevalac は1974年から高エネル
ギー重粒子線治療(1992まで) )

 東大助手時代 、立教大学時代 (1988-2000)

• HIMACの建設に先輩・同僚・後輩たちが参画

• 大学院修了者の何人かが放医研のポスドクに

 2000年以降

• ガンマ線検出器アレイGRAPEの開発

→PETへの応用の可能性 (2004年PETセミナー)



CNS GRAPE

先端の六角形の中にエネルギーと
位置の測定が可能な
Ge検出器（γ線センサー）が
入っている

実験結果の例
上が従来の検出器
下がCNS GRAPEの結果



CNS-GRAPEの位置感度

mm



医学関連分野所属の
原子核談話会(実験核物理コミュニティ)会員

 放射線医学総合研究所 ５
 国立がんセンター東病院 ３
 兵庫県立粒子線医療センター装置管理科 ２
 国立がんセンターがん対策情報センター
 国立成育医療センター研究所
 北里大学医療衛生学部
 筑波大学基礎医学系
 埼玉医科大学 RI研究施設
 国立循環器病センター研究所放射線医学部
 関西医療大学
 和歌山県立医科大学
 広島県立保健福祉大学放射線学科
 広島大学原医研
 広島国際大学保健医療学部診療放射線学科
 第一薬科大学
 新潟大学医学部旭町地区ＲＩ共同利用施設
 Department of Radiation Oncology, University of Florida College of Medicine

24/617 (含大学教養課程)

 加速器を所有しているグループはRI製造など何らかの形で医学との関連が深い



基礎物理(実験)と医学の連携
研究レベル

 加速器と先端放射線測定装置の開発

• 精度、感度の向上

• 新しい検出器素材
 現在の新しいシンチレーション検出器 (BGO, GSO, LYSO, な
ど) は、医学からのニーズに応える形で開発が進んだ。原子
核・素粒子実験分野はそれを逆輸入(?)

 情報処理技術の共有： 統計処理、画像処理

• デジタル信号処理

• 迅速な解析

 こうした技術交流は、世界的にはあたりまえ



原子核科学と医学イメージングの国際会議は毎年開催されている



基礎物理(実験)と医学の連携

教育レベル

 加速器・放射線測定器の動作原理、情報処理技
術の基礎教育

• 放射線とは？
 何が有用で何が危険かに対する（社会的）理解

• 測定原理に立ち返る

• 統計処理・シミュレーション・画像処理の基礎

 連携教育プログラム

• 一方通行でないもの

• シナジー効果

• 教育プログラムへの物理人材の活用



「基礎物理の素養」 (私見)

 相関関係より因果関係

 「原理」から論理の積み重ねで自然を記述したい
• 原理的に可能なことはできるはず

• 「原理」がわかれば満足してしまいがち

 ブラックボックスが嫌い
• 「やり方」より「なぜそうするか」に興味

• シミュレーションの限界

 うまくはまれば応用力を発揮
• 決断力に欠ける面も…

 結果より過程を重視
• 萌芽的開発に向いている

• 議論が長引き結論がでないことも…



「実験基礎物理では」 (私見)

 実験は基礎物理の応用

 力学に基づく機械設計

 電磁気学に基づく計測システム

 装置の自作

 シミュレーション

 チームワークに基づく研究体制

 グループ内の役割分担・責任分担の意識

• 1人だけではできない研究： （国際）共同研究

• 大学院時代に、グループリーダー的役割を担うことが多い
（学位論文）

• 自分で決められない時間的制約への対応が必要（マシンタ
イム、装置の納期）


